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季語になった外来語
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??
　今年もバレンタインの日がめぐってきた。洋菓子屋の前を通ると、店頭に山のようにチ
ョコレートを積み上げて売っている。買手はみな女性である。もっとも、若い女性ばかり
で、年輩の女性は買わない。バレンタインのチョコレートを買うか、買わないかで女性の
年令が解るという。最も多いのは20代、次いで10代、30代と続き、40代になると激減
し、50代以上は稀だという。バレンタインのチョコレートは、女性が好意をもつ男性に
贈るのが本来だが、いつの頃からか、好意のあるなしにかかわらず、身近かの男性に無差
別に贈るようになった。これを義理チョコというのだそうだが、この義理チョコのため
に、大量のチョコレートが売れるというわけである。
　ところで、この「バレンタインデー」、チョコレートが売れるようになって、俳句でも
詠まれるようになってきた。毎年、この季節になると、どこの句会へ行っても、これを詠
んだ句が出てくる。
　いったい、バレンタインデー（ValentineDay）はいつ頃から俳句に詠まれるようにな
ったのか。手元の歳時記を見てみると、最も古い、虚子編の『季寄せ」’〕には「バレンタ
イン」と、季語としては出ているが、例句はない。次に古い富安風生編『俳句歳時記』！〕
も同様、季語としては載っているが例句はない。次の山本健吉編『最新俳句歳時記』3〕に
は、「バレンタインの日」としてかなり詳しく解説があり、例句が2句載っている。
　　　ヴァレンタインデー学僧の眉澄むに遭ふ　　　きくの
　　　紅茶熱しバレンタインの日と思ふ　　　　　　　淑子4〕
　「きくの」は稲垣きくの5〕のことで、久保田万太郎の『春燈』舖に拠り、戦後活躍した著
1）　三省堂、昭和5年。
2）　平凡社、昭和34年。
3）　文芸春秋社、昭和46年。
4）　同上。p．158．
5）　明治39年生れ。句集『冬涛』。
6）俳誌。昭和21年創刊。
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名な女流俳人である。奔放な生き方をした人で、恋を詠った句が多い。上の句も、そうし
た流れの中で詠まれたもので、自らの恋の思いにからませ、それに比べて学僧の心は清ら
かに澄んでいると詠んだのである。彼女にはもう1句、
　　　バレンタインの日か中年は傷だらけ7〕
という句がある。きくのは生涯独身だったが、多情の人で、妻子ある男性との恋に悩んで
いた。上の句はそれを詠ったものである。
　「バレンタインデー」というのは、もともとは、西暦207年、ローマのヴァレンチノ司
祭が殉教した日とされ、カトリックの祝日だったが、西洋ではこの日から鳥が交尾をする
と言われ、そこから若い人達が集まって恋人を選ぶ習慣が生まれ、やがて男女相愛の日と
なった。チョコレートを贈るのは日本だけで、西洋ではハート型の品物やカードを贈るの
が普通である。きくのは、自分が恋をしていたので、この語に興味を抱き句に詠んだので
あろう。
　もう一人の「淑子」というのは、金堂淑子で、『九年母』副の俳人だが、経歴その他につ
いては詳細は解らない。しかし、きくのの後に出ていることから、この句も戦後に作られ
たものではないかと思われる。次の角川書店版の『俳句歳時記』は、山本健吉のものより
3年後の昭和39年に出版されているが、これには「バレンタインデー」は季語として入っ
ていない。
　昭和48年に発行された角川書店の『図説俳句大歳時記』はB5版の大型で、しかも各巻
500頁以上の大型歳時記で、歳時記の歴史に一時期を画する画期的なものだが、ここには
「バレンタイン日」が季語として入っており、例句も3句掲げてある。
　　　空に光沢「愛の日」を妻が干竿上ぐ　　　磯貝碧蹄館
　　　バレンタインデー片減り靴を磨きあぐ　　横山左和子
　　　紅茶熱しバレンタインの日と思ふ　　　　　金堂淑子帥
　一句目の磯貝碧蹄館は大正13年生まれ。中村草田男の『萬緑』m〕の俳人、横山左和子に
ついては角川源義主宰の『河』’’〕の俳人という以外には解らないが、『萬緑』も『河』も戦
後の俳誌であり、年齢的にも稲垣きくのの明治39年生れに比べてかなり若いので、歳時
記で見るかぎりでは、「バレンタインの日」を最初に俳句に詠んだのは稲垣きくのだと言
ってよさそうである。
　ところで、『図説俳句大歳時記』では「バレンタインの日」の説明として、「2月14日、
西暦270年、ローマの司教であった聖バレンタインが～」と記したあと、「日本でも近ご
7）　『俳句大歳時記』角川書店、昭和48年。
8）俳誌、大正13年創刊。
9）　『図説俳句大歳時記』p．255．
10）俳誌。昭和21年創刊。
11）俳誌。昭和33年創刊。
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ろこの風習が一部のあいだでとり入れられている」と記されている蜆〕。今では、社会全体
のものとなった「バレンタインデー」も、昭和48年ごろは、まだ」部の人のものだった
ことが解る。
　『図説俳句大歳時記』の9年後、昭和57年、講談社から出版された『日本大歳時記』に
なると「バレンタインデー」の扱いも少し変ってくる。まず、「一部のあいだでとり入れ
られている」という説明が「日本でもこの風習が一部において定着しつつある」と一歩進
んだ説明になっており’ヨ〕、例句も角川版の倍の6句が掲げられている。
　　　バレンタインデー荒鵜は海猫の見張役　　　角川源義
　　　バレンタインの日なり山妻ピアノ弾く　　　景山筍吉
　　　バレンタインデーの奇襲の白植古幸　　　　鈴木栄子’4〕
　注目されるのは、ここで初めて「チョコレート」が登場することである。「ショコラ
（chocolat）」はフランス語でチョコレートのこと。「校古幸」はそれに漢字を当てたもの
である。バレンタインデーにチョコレートを贈る習・蹟は、どうやら、この頃、つまり昭和
50年代に始まったようである。
　講談社の『日本大歳時記』は2000年（平成12年）に改訂され、『新日本大歳時記』とし
て出版されるが、ここになると、説明文も次のように一新される。
　　ローマの聖バレンタインが殉教した記念日、二月十四日を愛の日と定めたもの。恋人
　同志や夫婦の間でプレゼントが交換されるが、女性から男性にチョコレートを添えて愛
　を告白するという習慣は日本のみである。’5〕
　従来の歳時記ではバレンタインデーの由来が中心に書かれていたのに対し・ここではそ
れは簡略に記され、日本での習憤を中心に説明がなされている。今まで宗教的な季語とし
て扱われていたのが、人事の季語になっているのである。バレンタインデーが西洋の宗教
的記念日から、日本の社会的習慣となり、完全に季語として独立したのである。例句も増
え、7句が掲げられている。その中にチョコレートの句が1句ある。
　　　大いなる義理とて愛のチョコレート　　　堀口星眠’制
　ここには「バレンタイン」という語はないが、「愛のチョコレート」ということで、チ
ョコレートを贈ることが、日本の社会で一般的になったことが解る。また「義理チョコ」
などということも、この頃すでに広まっていたということも、この句によって知られる。
12）『図説俳句大歳時記」p．255．
13）『日本大歳時記」p．205．
14）同上。
15〕　『新日本大歳時記』p．149．
16）同上。
??
　「バレンタインデー」は第二次大戦後に季語として使われるようになった外来語だが、
外来語の中には戦前、それも遠く明治、大正時代に季語になったものもある。
　平成12年に発行された講談社版の『新日本大歳時記』を見ると春夏秋冬新年を通じて、
391の外来語の季語がある。この五巻本の歳時記に収録されている季語は約5000というか
ら1刊、約8パーセントが外来語の季語だということになる。俳句は日本古来の伝統的な有
季定型詩である。そこで使われている季語にこれだけの外来語が使われているというのは
信じがたいが、事実である。
　外来語の季語は」体、いつどのようにして俳句に入ってきたのか、また、誰がどのよう
にして使ったのか、次にその点について考えてみたい。
　江戸時代には外来語を用いた俳句はいくつかあるが’剖、外来語を季語として用いた例は
見当らない。
　明治になると、正岡子規の『寒山落木』’9〕に
　　　ラムネの栓天井ついて時鳥
という明治24年に作られた句がある。「ラムネ（1emonade）」は夏の季語だが、この句に
は他に「時鳥」という夏の季語があり、こちらが正式の季語で、「ラムネ」は単なる飲物
として扱われ、季語とはなっていない。明治24年、ラムネはすでに日本に輸入され、子
規もこれを飲んだのであろうが、まだ冷やして飲むところまでは行っていなかったのであ
ろう。しかし、「ラムネの栓天井ついて」は、ぽんと栓を抜いた時の驚いた様子が見えて
いて実感がある。
　ラムネは英語のLemonadeがなまったものと言われているが、日本への伝来は1853年の
ペリー来航の時という説と、1860年、長崎へ来たイギリス人が伝えたという説があが帥。
日本に入ってからは、物珍らしさと、瓶の中に玉が入っているということが大衆受けし
て・代表的な清涼飲料になった。子規も恐らく実際にそれを飲んだのであろうが、日記や
年譜、随筆などを調べても、ラムネについての記述は見当らない。ただ、明治22年に
「帰化外来語」という文章が『筆まかせ」1’〕の中にあり、ここで当時の外来語を漢語、洋語
に分類して列挙している。全部で117語あるが、その中にラムネが入っている。これにつ
いて子規は次のように記している。
　　近世に至ては洋語の輸入多少ありしが、明治の今日に至りて益甚だし。余は器械道具
17）　『新日本大歳時記　新年』凡例。
18）　高橋悦男『外来語と俳句』、早稲田社会科学綜合研究、2003年。
19）　『子規全集』第一巻、講談社、p．30．
20）野村鉄男『ラムネ・Lamune・らむね』農文協、1990年、p．215．
21）　『子規全集」第十巻、pp．135～139。
季語になった外来語 I21
　杯纏て日本になき者には訳語を附せずして原語のままを用ゆるを簡便とす。例えば筆と
　訳せずしてペンと言ふが如し。普通に用ゆる者をあぐべし。
　「甚だし」といっても117語だが、漢語しかなかった時代に、これだけの西洋語が入っ
てくれば、当時としては相当のカルチャーショックだったであろう。注目すべきは、子規
がこれらの語を日本語に訳さず、原語のまま用いるのが便利だといっていることである。
これは子規にかぎらず、当時の大方の日本人の態度で、もし、いちいち日本語に訳してい
たとしたら、煩墳なばかりでなく、応接にいとまなく、西洋文化の輸入に停滞を来したか
もしれない。もちろん、これは日本語にカタカナという表記法があったから可能だったの
で、カタカナがなかったら、たとえいかに煩墳であろうと、一つ一つ日本語に翻訳しなけ
ればならなかった。そうしたら、ラムネはどう訳したであろうか。
　一方、カタカナがあったために、西洋語の輸入が激増したということもある。今日では
それが一つの社会問題になっているが、外来語の増加は目にあまるとしても、これを日本
語に言い替えるということは、少数の例外を除いては成功しないだろうことは過去の歴史
が示している。政治や経済に国境がなくなりつつある現在、言語もまたその流れに逆らう
ことは出来ず、やがては国際化、国際言語へと共通化してゆくのではないかと思われる。
「原語のまま用ゆるを簡便とす」という子規の考えは、けだし卓見だったと言えるかもし
れない。
　余談になるが、子規のあげた117語を国別にみると、英語が108語で断然多く、次がフ
ランス語で6語、次いでドイツ語が2語、スペイン語が2語となっており、江戸時代国交
のあったオランダ語やそれ以前のポルトガル語などは1語も入っていない。当時の時勢を
伺い知ることが出来るとともに、すでにこの頃、英語の優勢が決定的であったことが解
る。
　ラムネに次いで、子規には明治25年に「ビール（bier）」を詠った句がある刎。
　　　ビール苦く葡萄酒渋し薔薇の花
　「ビール」も現在は季語だが、この句では「薔薇の花」が季語でビールはただの飲もの
で季語にはなっていない。
　ビールが日本に入ってきたのはラムネよりかなり早く、江戸中期の『和蘭問答』（1724
年）にすでにこの語が出ているという2ヨ〕。ということは、オランダ人によってビールが持
ち込まれ、一部の人々にその存在が知られていたということである。
　明治になると、イギリスやドイッのビールが輸入され、一般の人々も飲むようになる
が、日本での本格的な醸造は明治2年、アメリカ人コープランド（W．Cope1and）が横浜
22）　『子規全集』第一巻、p．122．
23）　『日本大百科辞典』第十九巻、p，828．
24）同上。
の天沼で「天沼ビール」を造ったことに始まる24〕。コープランドの会社は明治28年にジャ
パン・ブリュワリー（麟麟ビールの前身）に引き継がれる。子規がビールの句を作った明
治25年にはアメリカ人の会社ではあったが、日本産のビールがあったわけで、子規が飲
んだかもしれないビールは、この横浜でつくられた「天沼ビール」だった可能性がある。
もっとも、ドイッやイギリスからの輸入ビールもあったわけで、大学予備門で英語を学ん
でいた子規は、イギリスのビールを飲んでいた可能性もある。しかし、子規がビールを飲
んだという記録は、子規全集のどこにも見られない。子規は病床に臥すようになってから
は、恐ろしいほどのメモ魔ぶりを発揮して、毎日の食事のメニューまでこまごまと記して
いるが、若い時は、メモ魔ではあったが、さすがに食べたもののメモまではしていない。
しかし、飲食には好奇心の強い子規のことであるから、ビールを飲まずにビールの句を作
るわけがなく、必ずどこかで飲んでいるはずである。ラムネの時にあげた明治22年当時
の洋語の一覧表の中にはビールも入っており、ビールがかなり」般に普及していることが
知られる。ただ、この一覧表での「ビール」は英語のbeerではなく、ドイツ語のbierと
なっている。これは恐らく、当時はイギリスのビールよりドイツのビールが多量に出まわ
っていて、ドイツ語での呼び名が一般化したのであろう。
　ビールは今では夏の季語になっているが、当時はビールは季節に関係なく飲まれていた
と思われる。ビールが主として夏に飲まれるようになったのは冷凍技術の発達で、冷やし
たビールが自由に飲めるようになった昭和30年代以降と思われる。それ以前でもビール
は冷やして飲んだかもしれないが、せいぜい氷で冷やすか、水道の水で冷やす程度で、そ
れでは冷たい夏の飲ものという印象は弱く、俳句においても季語とはなりえない。
　ビールが季語として俳句に詠まれたのは、私が調べたかぎりでは大正14年刊の『青峰
集』の
　　　麦酒の泡を吹くバルコニーの微風かな蛎〕
であ糺「麦酒」とあるが、これはリズムからいっても「ビール」と読むのは明らかで、
他に季語がないから、季語として使われていることは確かである。「バルコニーの微風か
な」と夏らしい雰囲気を出そうとしているあたりに、「ビール」の夏の季語としての自信
のなさのようなものが伺えて、ビールの新季語としてのほやほやぶりが伺える。
　『図説大歳時記』には『新題句集』（明治43年）所出として
　　　温泉の宿に飲み習いたるビールかな
が帰麓園作として解説に出ているが、例句に出ているのは富安風生の
　　　里の子等庭に見てゐる麦酒飲む
が最古で、これは昭和12年刊の風生第二句集『十三夜』2刮に収められている句であるか
25）『青峰集』春陽堂、大正14年。
26）『十三夜」龍星閣、昭和12年。
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ら、青峰のものより20年以上あとである。帰麓園の句が明治43年と年代が古いのに『図
説大歳時記』で正式の例句として採用されなかったのは、作者について名前以外に資料が
得られなかったためと思われる。作者の資料がはっきりして、かつ句集という形ではっき
り残されたものとしては、青峰の句が、季語としてビールが使われた最初の例といってよ
いと思う。
　ビールは明治時代から飲まれていたといっても、日本酒などに比べて高価で庶民が気楽
に飲めるものではなかった。青峰は早大講師を勤めたインテリであり、風生は東大出の高
級官吏であった。大正、昭和初年という時代にビールを飲んでそれを俳句に詠むというの
は、だいたいそういう人達で、ビールが庶民の飲みものとなるのは、はるか後年の昭和
40年代以降である。
　子規が季語としてではなくても、ビールを俳句に詠んだというのは、そういう意味でも
驚くべきことで、子規の精神の先進性をいかんなく示した一例と言ってよいと思う。
　子規の句に外来語が季語として最初に登場するのは「クリスマス（Christmas）」で、明
治29年の
　　　八人の子供むつましクリスマス
の句においてである州。「八人」という数がどこから来ているのかは解らないが、子沢山
の家で賑やかにクリスマスを祝っている情景が解る。
　子規にはクリスマスを詠った句がもう一つある。
　　　クリスマス小さき会堂のあはれなる2副
　先の句は家庭でのクリスマスを詠ったものだが、ここのクリスマスは教会を詠ってい
る。といっても、干規はクリスチャンではなかったから、これは恐らく題詠であろう。
　虚子は子規におくれること2年、明治32年に
　　　物くれる阿蘭陀人やクリスマス
という句を作っている2帥。子規の膝下にいて俳句を作っていたこの頃の虚子は、まだ守旧
派を唱える以前で、これ以外にも季語ではないが、外来語を含んだ句を明治29年と35年
にそれぞれ次のような句を1句ずつ作っている。
　　　慈姑田を筋違に敷くレールかな
　　　ランプさげて人送り出る夜寒かポω
　しかし、明治35年に子規が没し、一人立ちし、『ホトトギス』を主宰するようになる
と、虚子は一転して保守的になり、外来語は季語を含めてほとんど使わなくなる。それに
は新しがり屋の子規への反発、それ以上に、台頭してきた碧梧桐らの新傾向俳句への対抗
27）　『子規全集」第二巻、p．599．
28）　『子規全集」第三巻、p．108．
29）『高浜虚子全集』第一巻、毎日新聞社、昭和49年、p．196．
30）　同上。pp．150，209。
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意識もあったかもしれないが、幸か不幸か、とにかく、これによって大正時代の俳句の方
向が決まり、子規の提案した俳句革新の基礎は固まったのである。その意味では虚子のと
った態度は正しかったといえる。
　虚子が外来語の季語に関して寄与したのは昭和9年の
　　　川を見るバナナの皮は手より落ちヨ’〕
の句による「バナナ（banana）」だけである。「バナナ」の句は、大正4年の「ホトトギス
雑詠集」に
　　　鱗の海青きバナナを渡しけり　　　　　　　　禾人
という句が「芭蕉の実」の例句として出ているが、虚子のこの句をもって現代俳句の季語
として定着したといってよい。角川版の『図説俳句大歳時記』にも11句掲げられている
例句の最初にこの句が掲げられており、講談社版の『新日本大歳時記』でもこの句が例句
の最初に記されている。
　虚子のあと、「クリスマス」が俳句に詠まれるのは明治41年のことで、
　　　柊の花に晴れたりクリスマス　　　　　　籾山柑子
という句が『柑子句集』に出ているヨ封。しかし、この句には別に「柊の花」という季語が
あるので、季重りになっている。というより、当時はまだクリスマスが日本の社会に充分
にとけこんでいなかったので、作者としては「クリスマス」を季語として意識しなかった
のであろう。「クリスマス」が完全な季語として定着するにはもう少し時間が必要だった。
　次に「クリスマス」を詠った句が現われたのは明治33年の籾山薙子郎の
　　　女がちにクリスマスの人集ひけりヨ茗〕
という句である。ここでは「クリスマス」は完全に季語として用いられている。子規が明
治29年にこの語を初めて俳句に用いてから13年がたって、「クリスマス」はようやく季語
として確立したといえる。
　「クリスマス」の次に子規の句に登場する外来語の季語は「ケットー（b1anket）」と
「ストーヴ（stove）」で、共に明治30年に作られている。
　　　ケットーの赤きを被り本願寺　　　　　　　　子規
　　　ストーヴに濡れたる靴の裏をあぶるヨ4〕
　ストーブは江戸時代にすでに「置き暖炉」「置きいろり」として紹介されており、明治
の終りごろには広く普及していた35〕。子規は上京して旧松山藩の育英会である常磐会の給
31）
32）
33）
34）
35）
36）
同上。p．101。
籾山柑子『柑子句集』俳書堂、明治41年。
籾山雑子郎『薙子郎句集」俳書堂、明治42年。
『子規全集』第三巻、pp．106～107。
『日本大百科辞典」第十三巻、p．92。
『子規全集』第十巻、p．46。
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費生になるが、ここにストーブがあったと随筆の中で書いている彗帥。「濡れたる靴の裏を
あぶる」には実感があり、恐らく実景で作ったと思われる。
　「ストーヴ」については虚子にも作例がある。
　　　ストーヴに居残りの雇官吏かな　　　　　　　虚子彗刊
　明治31年の作で子規の作より1年おくれている。「雇官吏」というのは、正式の官吏で
はない、今で言えばアルバイトかパートのような立場の官吏のことで、当時、官吏でもな
かった虚子がこういう句を作ったのは、題詠で想像して作ったのであろう。しかし、スト
ーブが置いてあって、そこに居残りの雇いの官吏がいるなどという当時のお役所の風景が
いかにもありそうに描かれていて、実感がこもっている。虚子はこの頃、子規の指導を受
けており、この句も子規の「ストーヴ」の句を真似て作ったのではないかと思われる。虚
子は白ら「守旧派」をもって任じておりヨ剖、ストーブなどという、当時としては新しい素
材を、しかも季語として使うということは、意外で、恐らく、子規の影響だと思われる。
　次に外来語の季語が出てくるのは明治32年で、子規の次の2句である。
　　　歌かるた恋ならなくに胴気哉　　　　　　　　子規
　　　歌かるた女ばかりの夜は更けぬ　　　　　　　子規39〕
　「かるた」はポルトガル語のCartaからきたもので、「歌留多」は当て字。室町時代にポ
ルトガルから伝来したものが、江戸時代になって、日本古来の貝覆と一緒になり、紙製の
歌かるたとなった仙〕。正月の遊びとして江戸時代から盛んだったが、俳句に詠まれること
はほとんどなく、角川版『俳句大歳時記』には次の1句しか出ていない。
　　　虎の位をかり催す日かるたかな　　　　　　　支考
　歌かるたはその名が示すように、書かれているのは百人一首なので、正月の遊びとして
季感はあったが、俳句にはなじまなかったのであろう。子規の句は、そのかるたを改めて
季語として復活させたもので、初めての使用ではないが、季語としての使い方は新味があ
り、事実上、かるたを季語として定着させたものといってよいと思う。
　明治34年以後になるとあたかも子規の句が呼び水になったかのように「かるた」の句
が盛んに詠まれるようになる。
　　　そらんじてかるた取りけり歌百首　　　　　　麦人4’〕
　　　恥ち（ぢ）交す始の程や歌かるた　　　　　　麦人
　　　深山木や男ばかりの歌かるた　　　　　　　　麦人
　　　且読みて且取る人や歌かるた　　　　　　　　麦人
37）
38）
39）
40）
41）
『新俳句抄』民友社、明治31年。
清崎敏郎『高浜虚子』桜楓社、昭和41年、pp．66～67。
『子規全集』第三巻、p．243。
『図説俳旬大歳時記　新年』、肌253～254。
正岡子規、河東碧梧桐、高浜虚子選『春夏秋冬』俳書堂、明治34年～36年。
1ユ6
　　　相見ての後の心や歌かるた　　　　　　　　　西男
　　　かるた読む老の眼鏡や覚束な　　　　　　　　　姑蝉
　　　歌かるた既に集まる人数かな　　　　　　　　紅雨佃〕
　　　歌かるた無言の人の上手かな　　　　　　　　波静岨〕
　　　下手虫の人後のわれや歌かるた　　　　　　桜碗子
　　　かるたして帰る雨夜や最合傘　　　　　　　　鳴雪ω
　明治時代に用いられた外来語の季語で注目されるのは「コレラ（cholera）」である。初
出は明治36年の尾崎紅葉選の『俳講新潮」で次の2句が出ている。
　　　一家族コレラを避けし苫屋哉　　　　　　　　紅葉
　　　コレラにはあらぬと医者の帰る哉　　　　　　霞山4引
　次いで、明治41年の松根東洋城選の『新春夏秋冬』4刮に1句が出ている。
　　　オランダの医者で癒りしコレラかな　　　　　　三充
　「コレラ」は急性伝染病の一つで、インドのガンジス川三角州からアジア、ヨーロッパ
に広がり、1871年には世界中で大流行した。日本には文政5年（1822）に初めて襲来、次
いで安政5年（1858）、文久2年（1862）にも流行し恐慌を来した4？〕。流行が夏だったた
め、夏の句として詠まれたのである。コレラは江戸時代に日本に入ってきたのでオランダ
語の“cholera｝が外来語として日本語に入ってきた。死亡率が20パーセントと高く、
人々に恐れられたので、俳人の興味を引き、俳句にも詠まれたのであろう。外来語は好き
でない虚子も大正3年にコレラの句を3句作っている。
　　　コレラ怖ぢて統麗に住める女かな
　　　コレラの家出し人こちへ来たりけり
　　　コレラ船いつ迄沖にかかり居る4剖
　「コレラ船」とは、海外から来た船で、船中にコレラ患者が出たため、入港を禁止され
て港外に停泊している船のことである。
　コレラは当時の人々の間でよほど話題になったとみえて、虚子以外にも松根東洋城、村
上鬼城、松本たかし、杉田久女らまでが次のような句を作っている。
　　　白砂青松浦ありコレラなかりけり　　　松根東洋城
　　　幾人のコレラ焼きしや老はつる　　　　　村上鬼城
　　　コレラ出て佃祭も終りけり　　　　　松本たかし
42）尾崎紅葉選『俳諾新潮』富山房、明治36年。
43）河東碧梧桐選『続春夏秋冬』俳書堂、明治39～40年。
44）　『鳴雪句集』俳書堂、明治42年。
45〕尾崎紅葉選『俳譜新潮』明治36年。
46）籾山書店、大正4年。
47）　『図説俳句大歳時記　夏』、p．284．
48）『高浜虚子全集」第」巻、p．39。
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　　　コレラ怖ぢ蚊帳吊りて喰ふ昼餉かな　　　　杉田久女4酬
　医療の進んでいなかった当時としては、コレラにかかってもこれいといった特効的な治
療もなく、人々の恐怖は現今のサーズなどの比ではなかっただろうと思われる。俳句史上
において一つの病気がこれほど有力俳人によって詠まれたことはこれまでにもこれ以後に
も無い。戦後、結核の句がたくさん作られるが、それはみな病者の句であって、コレラの
句のように健康者が詠んだのとは違う。
　このコレラも、2000年に発行された講談社版『新日本大歳時記』では例句は前出の虚
子と久女の2句のみで、昭和48年（1973）発行の角川版『図説俳句大歳時記』の12句に
比べると隔世の感がある。今では世界的にもコレラはほぼ制圧され、恐ろしい病気ではな
くなった。季語としての存在感も薄れ、ほとんど死語となったといってよい。
　明治時代に季語として用いられた外来語としては、以上掲げたものの他にもう一つ「パ
ンジィ　（pansy）」がある。
　　　パンジイや恋の曲譜の仮栞　　　　　　　　鈍太郎
　この句は明治36年の尾崎紅葉選の『俳諾新潮』に出ている冊〕。作者の鈍太郎については
解らない。「パンジィ」はヨーロッパ原産のスミレ科の一年草で、日本には江戸時代にす
でにオランダからもたらされ、観賞用として栽培されていた。そういうこともあって、草
花の季語としてトップを切って俳句に詠まれたのであろう。
??
大正時代に入ると、季語として使われる外来語に変化が見られてくる。明治時代には外
来語の季語は人事に関するものが多かったが、大正に入ると植物の季語が増えてくるので
ある。そのトップを切るのが「コスモス（CoSmOS）」である。
　　　コスモスの花に蚊帳干す田家かな　　　　　　鬼城5’〕
　「蚊帳」は夏の季語だが、コスモスは秋の花だから、ここではコスモスが季語となって
いることは明らかである。コスモスは明治13年、東京美術学校講師となったイタリア人、
ラグーザが日本に持参、日露戦争後に全国に広まったという52〕。その後鬼城によって俳句
に詠まれるまで、ほぼ十年の歳月を要している。『鬼城句集』は当時の習慣として作品が
四季別に配列されているので、この句が何年の作か定かでない。しかし、出版が大正6年
なので、少くともそれ以前、大正初年の作であろうと思われる。
　続いてコスモスの句は大正7年に『冬葉第一句集』5ヨ〕、大正14年の『青峰集』54〕に見るこ
49）『図説俳句大歳時記」p．284．
50）富山房刊。
51）　『鬼城句集』中央出版協会、大正6年。
52）　『カタカナ語辞典』三省堂、1994年。
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とができる。
　　　比良に雪来てコスモスの盛りかな　　　　　　冬葉
　　　朝寒の風コスモスに見ゆるかな　　　　　　　青峰
　　　コスモスの倒れ伏しつつ花咲けり　　　　　　青峰
　それまでそれぞれ1句しか詠まれなかったコスモスが、ここではじめて2句詠まれてい
る。また、注目されるのは、それまで鬼城や冬葉によって詠まれたコスモスは単なる花の
名前としてのコスモスであったのに対して、青峰の句では、いずれもコスモスの花そのも
のに焦点をしぼり、その実態を捉えて詠んでいることである。これによって、コスモスは
ようやく、季語として1人前になったといえる。このあと、コスモスは大正15年に水原秋
桜子によって、
　　　コスモスを離れし蝶に籍深し55〕
と詠まれ、季語として押しも押されもしない地位を獲得する。作者の俳名「秋桜子」はコ
スモスの和名である。コスモスの俳名を持つ俳人によってコスモスの名句が作られたとい
うのも面白いめぐり合せである。秋桜子はよほどコスモスが好きだったのであろう。また
逆に、そういう俳名を用いる人が現れるほど、当時はコスモスが普及していたということ
でもある。秋桜子にはこれ以外に『葛飾』に3句、コスモスを詠った句がある。
　　　山の日にコスモス咲けり滝見茶屋
　　　コスモスに雨ありけらし朝日影
　　　コスモスの晴といはばや嵐あと
　「コスモスを離れし」の句は赤城で、「山の日」の句は霧降高原、「コスモスに雨」の旬
は向島百花園で作られている。コスモスが当時すでに至るところに植えられ、咲いていた
ことが知られる。
　秋桜子はその俳名もさることながら、それ以前の花鳥言風詠的自然詠を排し、主観的自然
詠によって、俳句に明るい近代的手法を取り入れた。コスモスはその彼の俳句観に最も適
った季語だったのであろう。それまで秋の花といえば菊だったが、秋桜子によってコスモ
スがその有力な対抗馬となった。菊からコスモスヘ、それは日本人の美意識を根底から変
えることである。秋桜子のコスモスの句にはその意味で、守旧派を自認する虚子への重大
な挑戦が秘められていた。やがてそれは当然の帰結として虚子との決別となってゆくので
ある。誤解を恐れずに言うなら、このコスモスの句が、以後の日本の俳句を根底から変え
たのである。そして、その流れを変えたのが「コスモス」という外来語であり、外来語の
季語だったことが、実に印象的である。日本の封建時代は黒船の来航によって打ち破られ
53）
54）
55）
丸の内書店、大正4年。
春陽堂、大正11年。
『葛飾』、馬酔木発行所、昭和5年。
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たが、俳句の封建時代は外来語によって打ち破られたといっては言い過ぎかもしれない
が、そう言いたくなるくらい、秋桜子のコスモスは、旧来の古色蒼然とした俳句の世界に
燦然と明るい光を放って輝いている。
??
　大正時代は新文化の時代で、すべて新しいもの、新しい文化が追求されたと、楳垣実氏
は『外来語』の中で述べている5刮。俳句に用いられる外来語が急に増えたのもその一つの
現れといえるが、「コスモス」と並んで、この時期、季語として用いられた外来語に「ト
マト」がある。トマトは明治初年に日本に輸入されるが、一般の人が食べるようになった
のは大正時代になってからだと言われる冊。
　　　而して蕃茄の酸味口にあり　　　　　　　　　青峰
　この句は大正14年刊の『青峰集』に出ているが5呂〕、「酸味」ということは、実際に食べ
て味わったということが解る。また、青峰には
　　　トマト」鉢に露台の色を集めけり5酬
という句もあり、この場合のトマトは鉢に植えられており、どうやら食用というより、鑑
賞用のように見える。実際、トマトは明治初年には日本に紹介されるのだが、一般の人が
食べるようになったのは、先にも述べたように大正になってからで、その問の約40年間
は食用としてではなく、専ら鑑賞用として栽培されていたのである。当時のトマトは現在
のものと違って、独特の青くささがあり、日本人の口には合わなかったのである。明治
22年の子規の「筆まかせ」の中に挙げられている「普通に用いられている」洋語の中に
もトマトは入っていない。鑑賞用として一部の人に栽培されていて、まだ一般の人には知
られていなかったということが解る。大正時代になると、西洋料理の普及と、ケチャップ
やソースなどトマトの加工品が出まわるようになり、生食も進んだ。青峰の句はそのあた
りの事情をよく伝えたものといえる。
　青峰にはトマトの句がもう1句ある。
　　　トマト作る日曜学校の生徒かな㎝〕
　「日曜学校」とはキリスト教の教会が日曜日に子供達を集めて教育活動を行った所で、
そこでは労働を学ばせるために学校莱園を作り、生徒に野菜や果物も作らせた6’〕。この句
のトマトは、鑑賞用ではなく、野菜として食べるためのものだったろうと思われる。
56）楳垣実『外来語」講談社、昭和50年、p．262．
57）　同上、P．261．
58）　『青峰集』春陽堂、大正8年。
59）　同上。
60）『青峰集』春陽堂、大正14年。
　青峰以外に、ほぼ同じ頃、島村元がトマトの句を作っている。
　　　松かげにトマトの出来や浜館冊〕
　ここでは「出来や」とあるので、野菜としての栽培であるということが解る。
　トマトは野菜であるということ、かつ、独特のくさみのために、輸入されても一般人が
食べるようになるまでにはかなりの年月がかかったということで、俳旬に登場するのも遅
れた。
　コスモスの花を賞で、明治の人々が食べなかったトマトを食べた大正時代は、楳垣実氏
が言うように、たしかに前時代とは異なる新文化の時代だったと言えよう。
　昭和に入ると、水原秋桜子は「自然の真と文芸上の真」鵬〕という有名な論文を書いて新
しい俳句の蜂火を上げる。その萌芽は、すでに大正時代にあり、その」つの徴候は外来語
の多用、とりわけ、季語として用いられる外来語の幅の広がりに見ることが出来るように
思う。
61）　『日本大百科辞典」第十七巻、p．754．
62）　『島村元句集」、現代俳句集成、第四巻、p．151．
63）　「馬酔木」昭和6年10月号。
